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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月29日(2009.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）合成極細繊維から選択される極細繊維と、
　ｂ）エラストマー／薄層状クレーのナノ複合材料マトリックスと
を含んでなる複合材料であって、
　前記薄層状クレーが、親油性薄層状クレーおよび官能化された親油性薄層状クレーから
選択されるものであることを特徴とする、複合材料。
【請求項２】
　前記極細繊維が、ポリエステル、ポリアミド、およびポリアクリロニトリルを基材とす
る極細繊維から選択される、請求項１に記載の複合材料。
【請求項３】
　前記エラストマーが、ポリウレタン、ポリウレタン－尿素、およびそれらの混合物から
選択されるものであり、
　前記極細繊維がポリエステルから選択されるものである、請求項１に記載の複合材料。
【請求項４】
　前記極細繊維が、ポリエチレンテレフタレート、ポリプロピレンテレフタレート、ポリ
ブチレンテレフタレート、ナイロン６、ナイロン６－６、およびナイロン１２を基材とす
る極細繊維から選択されるものである、請求項２に記載の複合材料。
【請求項５】
　前記極細繊維が、ポリエチレンテレフタレートを基材とする極細繊維から選択されるも
のである、請求項４に記載の複合材料。
【請求項６】
　前記親油性薄層状クレーまたは前記官能化された親油性薄層状クレーが、ポリウレタン
に対して１～１２重量％である、請求項１に記載の複合材料。
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【請求項７】
　前記親油性薄層状クレーまたは前記官能化された親油性薄層状クレーが、ポリウレタン
に対して１～６重量％である、請求項６に記載の複合材料。
【請求項８】
　前記薄層状クレーが、スメクチッククレー、例えばサポナイト、バイデライト、モンモ
リロン石、ノントロナイト、エクトライト、バーミキュル石、スチーブンサイト、ベント
ナイト、ソーコナイト、マガダイト、ケニアタイト、および膨潤マイカ、から選択される
ものである、請求項１に記載の複合材料。
【請求項９】
　前記薄層状クレーがモンモリロン石から選択されるものである、請求項８に記載の複合
材料。
【請求項１０】
　前記親油性薄層状クレーが、前記クレーの薄層間に「オニウム」イオンを含む薄層状ク
レーから選択されるものである、請求項１に記載の複合材料。
【請求項１１】
　前記「オニウム」イオンが、アンモニウム化合物、ピリジニウム化合物、イミダゾリニ
ウム化合物またはホスホニウム化合物から選択されるものである、請求項１０に記載の複
合材料。
【請求項１２】
　前記「オニウム」イオンが、タロウベンジルジメチルアンモニウムイオンおよび（水素
化タロウ）ベンジルジメチルアンモニウムイオンから選択されるものである、請求項１１
に記載の複合材料。
【請求項１３】
　前記官能化された親油性薄層状クレーが、ＮＨＲ、ＳＨ、エポキシド、アルコール、Ｃ
ＯＯＲ、不飽和炭化水素、およびスルホン酸から選択される極性基を含む官能化された親
油性薄層状クレーから選択されるものである（式中、Ｒは、水素および１～１０個、好ま
しくは１～３個の炭素原子を有するアルキル基から選択されるものである）、請求項１に
記載の複合材料。
【請求項１４】
　前記官能化された親油性薄層状クレーが、ＮＨ２、ＳＨ、エポキシド、およびアルコー
ルから選択される、染色可能な極性基を含む官能化された親油性薄層状クレーから選択さ
れるものである、請求項１３に記載の複合材料。
【請求項１５】
　前記ポリウレタン／親油性薄層状クレーナノ複合材料マトリックスが、カチオンまたは
アニオン染料により染色できるものである、請求項１に記載の複合材料。
【請求項１６】
　前記ポリウレタン／官能化された親油性薄層状クレーナノ複合材料マトリックスが、カ
チオン染料、アニオン染料または反応性染料で染色できるものである、請求項１に記載の
複合材料。
【請求項１７】
　前記極細繊維状部分が、全体が染色されたポリエステル極細繊維を含む、請求項１に記
載の複合材料。
【請求項１８】
　前記官能化された親油性薄層状クレーが、酸化防止剤、ラジカル補足剤、およびＵＶ安
定剤の分子に由来する残基を含む官能化された親油性薄層状クレーから選択されるもので
ある、請求項１に記載の複合材料。
【請求項１９】
　請求項１に記載の複合材料の製造方法であって、
（ａ）海島型構造を有する極細繊維を製造し、続いて、前記極細繊維から出発して極細繊
維状フェルトを形成する工程、および
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（ｂ）前記極細繊維状フェルトを、剥離した親油性薄層状クレー／ポリウレタンナノ複合
材料の非プロトン性溶剤分散液、または剥離した官能化された親油性薄層状クレー／ポリ
ウレタンナノ複合材料の非プロトン性溶剤分散液で含浸させ、続いて凝固させ工程
を含んでなる、方法。
【請求項２０】
　請求項１～１８のいずれか一項に記載の複合材料から出発して製造される、染色された
スエード調不織布。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の不織布の製造方法であって、
　(i)請求項１９に記載の工程（ｂ）の最後で得られた生地から出発し、厚さ約１ｍｍの
シートを製造し、前記切断シートの表面全体を研磨する工程、
　(ii)前記工程(i)において製造したシートを、極細繊維状成分および／またはエラスト
マー状成分を染色することにより、染色する工程、および
　(iii)所望により行なう最終仕上げ処理工程、
を含んでなる、方法。
【請求項２２】
　前記極細繊維成分が、製品の使用分野に応じて、ヤーン番手０．３３～０．０１ｄｔｅ
ｘ（０．３～０．０１１デニール）、好ましくは０．２０～０．１１ｄｔｅｘ（０．１８
～０．１デニール）、または０．０７７～０．０１１ｄｔｅｘ（０．０７～０．０１デニ
ール）を有する、請求項２０に記載の染色されたスエード調不織布。
【請求項２３】
　前記ナノ複合材料エラストマー状マトリックスが、１０～４０重量％の量で存在する、
請求項２０に記載の極細繊維不織布。
【請求項２４】
　前記ナノ複合材料エラストマー状マトリックスが、１８～３５重量％の量で存在する、
請求項２３に記載の極細繊維不織布。
【請求項２５】
　前記工程(i)の最後に得られたシートを、分散染料、アニオン染料、カチオン染料およ
び反応性染料から選択される染料を使用して、ポリウレタンマトリックスの染色のみを行
う、請求項２１に記載の極細繊維不織布の製造方法。
【請求項２６】
　前記工程(i)の最後に得られたシートを、アニオン染料、カチオン染料または反応性染
料を使用して、ナノ複合材料ポリウレタンマトリックスの染色のみを行い、前記極細繊維
成分は、全体が染色されたポリエステル極細繊維からなる、請求項２１に記載の極細繊維
不織布の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】弾性ナノ複合材料マトリックスを含むスエード調極細不織布の製造方法
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、極細繊維状部分とエラストマー／薄層状クレー、好ましくはポリウレタン／
薄層状クレーのナノ複合材料マトリックスとを含んでなり、この薄層状クレーが、親油性
クレーおよび官能化された親油性クレーから選択される、複合材料に関する。
【０００２】
　本発明は、上記の複合材料を出発材料として得られるスエード調不織布および染色した
スエード調不織布にも関する。また、本発明は、上記の複合材料および染色されたスエー
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ド調不織布を出発材料として得られるＵＶ安定剤を含むスエード調不織布にも関する。
【背景技術】
【０００３】
　上記極細繊維のポリウレタン成分は、布地用の他の重合体、例えばポリエステルやナイ
ロン程容易に染色できないことが知られている。さらに、染色した後、これらのポリウレ
タン材料は、水洗および摩擦に対する染料の安定性が乏しい。
【０００４】
　ポリウレタンマトリックスの染色性を増加させるための試みがなされている。例えば、
欧州特許第ＥＰ－Ａ－０６６２９８１号および特公平６－２０７３８１号には、ポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）またはポリアミド（ナイロン６またはナイロン６－６）お
よび第３級アミン単位を鎖中に含むポリウレタン－尿素を基材とし、この第３級アミン単
位が、ポリウレタンを形成するポリエステルポリオールの一部である、極細繊維を使用し
て製造された、スエード調不織布（以下、極細繊維不織布ともいう。）の製造が開示され
ている。従って、極細繊維不織布は、極細繊維状成分において（分散染料で）染色され、
また、ポリウレタン成分においても、反応性染料（それ自体を、ポリウレタン鎖中に存在
するアミンおよびアミド基に化学結合することができる）、酸性染料、予備含金属染料（
それ自体を、イオン系および配位結合の形成により、結合させることができる）を使用し
て染色される。
【０００５】
　しかしながら、この技術には、ポリウレタンの処方による欠点がある。鎖中のアミン基
が、実際、ポリウレタンの合成中に好ましくない塩基性触媒反応効果を引き起こすことが
ある。
【特許文献１】欧州特許第ＥＰ－Ａ－０６６２９８１号
【特許文献２】特公平６－２０７３８１号
【発明の概要】
【０００６】
　ここで、合成に影響を及ぼさずに、染料分子を安定して固定することができるので、該
欠点を解決する製法が見出された。
【０００７】
　最後に、本発明の製法は、先行技術の製法よりはるかに簡単であり、染料のみならず、
他の種類の添加剤、例えばＵＶ安定剤、難燃剤、防汚添加剤、も、より安定して固定する
ことができる。
【０００８】
　そこで、本発明は、合成極細繊維から選択される極細繊維とエラストマー／薄層状クレ
ーのナノ複合材料マトリックスとを含んでなり、前記薄層状クレーが、親油性薄層状クレ
ーおよび官能化された親油性薄層状クレーから選択される、複合材料の製造方法であって
、
（ａ）海島型構造を有する極細繊維を製造し、続いて、該極細繊維から出発して極細繊維
状フェルトを形成する工程、および
（ｂ）前記極細繊維状フェルトを、剥離した薄層状親油性クレー／ポリウレタンナノ複合
材料の非プロトン性溶剤分散液、または剥離した官能化された親油性薄層状クレー／ポリ
ウレタンナノ複合材料の非プロトン性溶剤分散液で含浸させ、続いて凝固させて、本発明
の複合材料を得る工程、
を含んでなる方法に関する。
【０００９】
　極細繊維に関する限り、これらの材料は、ポリエステル系極細繊維（例えばポリエチレ
ンテレフタレート、ポリプロピレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート）、ポ
リアミド（例えばナイロン６、ナイロン６－６およびナイロン１２）、ポリアクリロニト
リル、好ましくはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）およびポリアミド（ナイロン６
およびナイロン６－６）、より好ましくはポリエチレンテレフタレートから選択される。
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【００１０】
　好ましい実施態様では、エラストマーはポリウレタン－ウレアである。
【００１１】
　用語「ポリウレタン」および「ポリウレタン－ウレア」は、可撓性部分（軟質部分）お
よび合成部分（硬質部分）からなる重合体を意味する。
【００１２】
　軟質部分は、下記の物質を基剤とする重合体鎖でよい。
・ポリエーテル、例えばポリテトラメチレングリコールジオール（ＰＴＭＧ）、ポリエチ
レングリコールジオール（ＰＥＧ）、ポリプロピレングリコールジオール（ＰＰＧ）から
誘導されるポリエーテル。
・ポリエステル、例えばアジピン酸のエステル、例えばポリヘキサメチレンアジペートジ
オール（ＰＨＡ）、ポリ（３－メチルペンタメチレン）アジペートジオール（ＰＭＰＡ）
、またはポリネオペンチルアジペートジオール（ＰＮＡ）。他のポリエステルは、環状分
子、例えばカプロラクトンの開環により製造できる（これによってポリカプロラクトンジ
オール、略してＰＣＬ、を得る）。
・ポリカーボネート、例えばポリヘキサメチレンカーボネートジオール（ＰＨＣ）、ポリ
ペンタメチレンカーボネートジオール（ＰＰＭＣ）、ポリ（３－メチル－ペンタメチレン
カーボネート）ジオール（ＰＭＰＣ）、ポリテトラメチレンカーボネートジオール（ＰＴ
ＭＣ）、それらの混合物および共重合体。
【００１３】
　上記のポリエーテルおよびポリエステルの共重合により形成されるポリエステル－コ－
ポリエステル、ならびにポリエステルおよびポリカーボネートの共重合により得られるポ
リエステル－コ－ポリカーボネートも、可撓性部分として使用できる。
【００１４】
　例でポリウレタンの合成に使用するポリオールは、通常、数平均分子量が１０００～３
０００、好ましくは１７５０～２２５０である。
【００１５】
　硬質部分とは、重合体鎖の、有機ジイソシアネート、例えばメチレン－ビス－（４－フ
ェニルイソシアネート）（ＭＤＩ）またはトルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）と、ジア
ミンもしくはグリコール鎖との反応から誘導される部分を意味する。実際、ポリウレタン
合成の完了を、ジアミンで行い、ポリウレタン－尿素が得られるか、またはグリコールで
行い、ポリウレタンが得られることは良く知られている。
【００１６】
　ポリウレタン－尿素の製造における連鎖延長剤(chain extender)として使用できるジア
ミンは、脂肪族物質の中では、エチレンジアミン（ＥＤＡ）、１，３－シクロヘキサンジ
アミン（１，３－ＣＨＤＡ）、１，４－シクロヘキサンジアミン（１，４－ＣＨＤＡ）、
イソホロンジアミン（ＩＰＤＡ）、１，３－プロピレンジアミン（１，３－ＰＤＡ）、２
－メチルペンタメチレンジアミン（ＭＰＤＡ）、１，２－プロピレンジアミン（１，２－
ＰＤＡ）、およびそれらの混合物である。連鎖延長剤として使用する芳香族ジアミンの典
型的な例は、３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミノジフェニルメタン、メチレン－ビ
ス（４－フェニルアミン）（ＭＰＡ）、２，４－ジアミノ－３，５－ジエチルトルエン、
２，４－ジアミノ－３，５－ジ（メチルチオ）トルエンである。該脂肪族および／または
芳香族ジアミンは、反応容器に直接加えるか、または対応するイソシアネートと水との連
鎖反応により、インサイチューで発生させることができる。ポリウレタンの連鎖延長は、
ジオール、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、テトラメチレングリコー
ルおよびその混合物の添加によって得ることができる。最後に、連鎖延長は、ジカルボン
酸、例えばマロン酸、コハク酸およびアジピン酸で行うこともできる。
【００１７】
　ポリウレタンおよびポリウレタン尿素の合成に使用される反応は、通常、非プロトン性
極性溶剤、例えばＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド（ＤＭＡｃ）、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルム
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アミド（ＤＭＦ）、Ｎ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）、の中で行われる。上記の製造は、
当業者には良く知られている。
【００１８】
　用語「剥離した親油性の薄層状クレー／ポリウレタンナノ複合材料」は、ポリウレタン
またはポリウレタン－尿素（以下、特に指示がない限り、一般的な用語「ポリウレタン」
とも呼ぶ）と、挿入された、または薄片状に剥離された構造が得られるまで緊密に混合し
た、親油性の薄層状クレーの分散物に関する。
【００１９】
　用語「剥離した官能化された親油性の薄層状クレー／ポリウレタンナノ複合材料」は、
インターカレートまたは剥脱された（exfoliated）剥離構造が得られるまでポリウレタン
としっかりと混合された、官能化親油性薄層状クレーの分散液に関する。「親油性の薄層
状クレー」は、薄層上に陰電荷および層間空間に無機陽イオンを有し、層間の間隔および
これらの化学種中に挿入される重合体の相容性を増大させるために、該陽イオンが有機「
オニウム」イオンで置換されている、薄層状ケイ酸塩（フィロケイ酸塩）を意味する。
【００２０】
　薄層状ケイ酸塩は、層間に、水分子、アルコール、ケトン、脂肪族、環状または芳香族
アミン、もしくは他の極性物質を取り込み、その結果、膨潤することもできる。
【００２１】
　薄層状ケイ酸塩は、三重層構造を有することもでき、その際、各薄層は、シリカを基剤
とする二つの四面体シート間に位置する、酸化／水酸化マグネシウムまたは酸化／水酸化
アルミニウムを基剤とする八面体シートからなる。
【００２２】
　薄層状ケイ酸塩の例は、スメクチッククレー、例えばモンモリロン石、サポナイト、バ
イデライト、ノントロナイト、エクトライト、スチーブンサイト、ベントナイト、バーミ
キュル石、ソーコナイト、マガダイト(magadite)、ケニアタイト(keniatite)、または上
記クレーの置換体または誘導体、および関連する混合物である。好ましい薄層状クレーは
、モンモリロン石、ベントナイトおよび関連する混合物から選択される。
【００２３】
　薄層状親油性クレー中に存在する「オニウム」イオンは、第１級、第２級、第３級また
は第４級アンモニウム化合物、ピリジニウム化合物、イミダゾリニウム化合物、ホスホニ
ウム化合物、スルホニウム化合物、から選択される。「オニウム」化合物の好ましい例は
、タロウ－アルキル－ビス（ヒドロキシエチル）メチルアンモニウムイオン、タロウ－ア
ルキル－ビス（ヒドロキシメチル）メチルアンモニウムイオン、（水素化タロウアルキル
）２－エチルヘキシルジメチルアンモニウムイオン、ビス（水素化タロウアルキル）ジメ
チルアンモニウムイオン、ビス（水素化タロウアルキル）メチルアンモニウムイオン、お
よび（水素化タロウアルキル）ベンジルジメチルアンモニウムイオンである。
【００２４】
　用語「タロウ」は、ウシおよび／またはヒツジの脂肪組織に由来する脂肪物質を意味す
る。タロウは、グリセリドの形態で、オレイン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ミリス
チン酸、およびリノール酸を、少量の他の脂肪酸およびコレステロールと共に含む。タロ
ウの最も知られている特徴は、その凝固点が４０～４６℃であることである。用語タロウ
－アルキルまたは水素化タロウ－アルキルは、商業的用語であり、通常、タロウに由来す
るＣ１６～Ｃ１８アルキル基の混合物を意味する。
【００２５】
　市場から入手可能な親油性薄層状クレー（従って、有機「オニウム」イオンを含む）の
典型的な例は、タロウ－ベンジルジメチルアンモニウム陽イオンまたは（水素化タロウ）
ベンジルジメチルアンモニウム陽イオンを含む親油性モンモリロン石である。
【００２６】
　薄層状親油性クレー層間距離が少なくとも１７Åである。該距離は、Ｘ線回折により効
率的に測定することができる。
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【００２７】
　官能化された親油性薄層状クレーに関する限り、これらの物質は、一般式(I)を有する
化合物から選択された一種以上の化合物との反応により、官能化を行った上記の親油性薄
層状クレーである。
　（Ｘ－Ｒ）ｎＳｉ（－Ｏ－Ｒ’）ｐ（Ｒ”）ｍ　　　　　　　(I)
　式中、ｎは１～３の整数であり、ｍは０～２の整数であり、ｐ≧１の条件下でｐ＝４－
ｎ－ｍであり、
　Ｒは、アルキル、アルキルアリール、アリールアルキル、アルコキシアルキル、アルコ
キシアリール、アミノアルキル、アミノアリール基および対応するハロゲン化された物質
から選択され、２～３０個の炭素原子、好ましくは２～６個の炭素原子を有し、その際、
少なくとも一個の水素原子がＸにより置換されているか、またはＲＸは、ＵＶ安定化剤、
ラジカル補足剤または酸化防止剤に由来する残基であり、該残基は、一般式(I)の化合物
中に存在するケイ素原子に、好ましくはウレイック（－ＮＨＣＯＮＨ－）またはウレタン
（－ＯＣＯＮＨ－）結合を通して、結合しており、
　Ｒ’は、１～６、好ましくは１～３個の炭素原子を有するアルキル基であり、
　Ｒ”は、Ｈおよび１～６個の炭素原子を有するアルキル、アルコキシアルキル、アルキ
ルアミノ－アルキル基から選択され、
　Ｘは、－ＯＨ、－ＳＨ、－Ｓ－Ｍ＋、－Ｏ－Ｍ＋、－ＮＨＲ１、エポキシド生成物、－
Ｎ＝Ｃ＝Ｏ、－ＣＯＯＲ１、ハロゲン、不飽和炭化水素、から選択され、Ｍ＋は、Ｌｉ＋

、Ｎａ＋、Ｋ＋から選択された金属陽イオンであり、Ｒ１は、水素原子、または１～６個
の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｘは、好ましくは－ＮＨ２、エポキシド生成物お
よびアルコールから選択され、上記の基は染色可能である。
【００２８】
　上記の化合物（I）の官能化により、クレーに結合した官能基Ｘによって親油性クレー
を官能化された親油性クレーに変換することができる。化合物(I)中に存在するＯ－Ｒ’
基のために、事実、化合物(I)のＲ’－Ｏ－アルコキシ－シラン基と薄層の表面上のＯＨ
基との間の反応により、特に安定なシロキサン共有結合（Ｘ－Ｒ－Ｓｉ－Ｏ－層）を形成
し、－Ｒ－Ｘ基をケイ酸塩薄層に固定することができる。該官能化は、非プロトン性極性
溶剤、例えばＤＭＦ、中、温度６０～９０℃で、８～１２時間で行うことができる。
【００２９】
　この官能化ならびにポリウレタン／親油性クレーおよびポリウレタン／官能化された親
油性クレーナノ複合材料に関しては、Polytechnico di MilanoおよびAlcantara SpAの連
名による同時係属特許出願中に、より詳細に記載されている。
【００３０】
　いずれの場合も、親油性クレー自体または官能化された親油性クレーの量は、ポリウレ
タン単独に対して１～１２重量％、好ましくはポリウレタンに対して１～６重量％である
。
【００３１】
　海島型構造を有する極細繊維の製造およびそれに続く、該極細繊維から出発して極細繊
維状フェルトの製造に関する本発明の第一工程は、当業者には周知の技術、例えば欧州特
許第ＥＰ－Ａ－０５８４５１１号、米国特許第ＵＳ－Ａ－３，７１６，６１４号および第
ＵＳ－Ａ－３，５３１，３６８号に記載されている技術により行う。本発明で使用する極
細繊維の島成分は、ヤーン番手が、起毛織布－不織布を、例えば外被表面に使用する場合
０．０３～０．０１ｄｔｅｘ（０．３～０．０１デニール）、好ましくは０．１９～０．
１１ｄｔｅｘ（０．１８～０．１デニール）であり、極細繊維不織布を、例えば材料の軽
さがより高いことを必要とする服地に使用する場合０．７７～０．０１１ｄｔｅｘ（０．
０７～０．０１デニール）である。極細繊維状フェルトに、熱水に可溶な結合剤、例えば
ポリビニルアルコール、を先ず含浸させ、続いてそこから海洋成分を上記特許中に記載の
公知の方法の一つにより抽出する。
【００３２】
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　工程（ｂ）は、工程（ａ）の後に得られた極細繊維状フェルトに、剥離した親油性薄層
状クレー／ポリウレタンナノ複合材料または剥離した官能化親油性薄層状クレー／ポリウ
レタンナノ複合材料のいずれかの溶液もしくは分散液を含浸させ、続いてこれを凝固させ
ることからなる。一実施態様では、工程（ａ）で製造された極細繊維状フェルトを、剥離
した親油性薄層状クレー／ポリウレタンナノ複合材料または剥離した官能化親油性薄層状
クレー／ポリウレタンナノ複合材料のいずれかの溶液もしくは分散液中への一連の浸漬に
より、含浸させる。次いで、水中または水と非プロトン性溶剤、例えばＤＭＦ溶液中で、
例えば２０～５０℃の温度で凝固させる。本発明のこの工程の目的は、ポリウレタンナノ
複合材料マトリックスを極細繊維状フェルトに固定することである。都合上、我々は、工
程（ｂ）の最後で得られる製品を「生地」と呼ぶ。
【００３３】
　本発明は、染色した起毛織布－不織布の製造方法であって、
(i)上記工程（ｂ）の最後で得られた「生地」から出発し、厚さ約１ｍｍのシートを製造
し、前記切断シートの表面全体を研磨する工程、
(ii)工程(i)において製造したシートを、極細繊維状成分および／またはエラストマー状
成分を染色することにより、染色する工程、および
(iii)所望により続いて行なう最終仕上げ処理
を含んでなる方法にも関する。
【００３４】
　上記の極細繊維不織布は、ナノ複合材料エラストマー状マトリックスの量が１０～４０
重量％、好ましくは１８～３５重量％である。
【００３５】
　工程(i)では、上記の工程（ｂ）に記載するようにして製造した生地を、厚さ約１ｍｍ
のシートに切断し、続いて前記切断シートの表面全体を研磨し、極細繊維状のふさを立て
る。工程(i)は、公知の方法、例えば上記の特許に記載されている方法により行う。
【００３６】
　工程(ii)では、工程(i)で製造したシートを染色する。親油性薄層状クレーをポリウレ
タンマトリックス中に取り入れる（親油性薄層状クレー／ポリウレタンナノ複合材料を形
成する）場合、染色工程（工程ii）は、負に帯電した薄層とイオン系結合を形成し得る特
殊な染料（塩基性染料）またはクレーの層間空間中に存在する「オニウム」イオンとイオ
ン系結合を形成し得る特殊な染料（酸性染料）を使用して行うのが好ましい。
【００３７】
　官能化された親油性薄層状クレーをポリウレタンマトリックス中に取り入れる（官能化
された親油性薄層状クレー／ポリウレタンナノ複合材料を形成する）場合、染色工程（工
程ii）は、反応性染料と呼ばれる、官能化された親油性クレー上に存在する官能基と共有
結合を形成できる特殊な染料を使用して行うのが好ましい。このように結合された反応性
染料は、極細繊維不織布をそのナノ複合材料マトリックス成分中で染色し、染色された極
細繊維不織布に、水洗浄および石鹸－水洗浄の際の染料脱色に対する特に高い耐性を与え
ることができる。
【００３８】
　極細繊維がポリエステル系（例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリプロ
ピレンテレフタレート（ＰＰＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ））である場合
、工程(ii)は、一つ以上の工程で行うことができる。極細繊維状成分用としては分散染料
、エラストマー状成分用としては酸性染料または塩基性染料（親油性薄層状クレー／ポリ
ウレタンナノ複合材料エラストマー状マトリックスが「オニウム」イオンを含み、クレー
の薄層が最終的に負電荷を有する場合）または反応染料（エラストマー状マトリックスが
官能化された親油性クレー／ポリウレタンナノ複合材料を含む場合）等の染料を使用する
ことができる。
【００３９】
　バッチ染色されたポリエステル極細繊維を使用して極細繊維成分を作る場合、ナノ複合
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材料エラストマー状成分単独の染色に対応して、単一工程における極細繊維不織布の染色
も可能である。
【００４０】
　極細繊維がポリアミド（例えばナイロン６、ナイロン６－６またはナイロン１２）系で
ある場合、単一染色工程を行うことができ、この場合、反応染料または酸性染料のいずれ
も使用できる（極細繊維およびポリウレタンナノ複合材料マトリックスの両方がともに染
色される）。反対に、極細繊維の染色に分散染料を使用するには、２工程製法（極細繊維
およびポリウレタンナノ複合材料マトリックスの
染色による）が必要である。
【００４１】
　染色した製品の光に対する高い安定性を確保するための、分散染料に好ましい化学構造
はアントラキノン型である。
【００４２】
　該染色した製品の安定性は、染色工程の際にＵＶ安定剤を使用することにより、さらに
増加させることができ、ＵＶ安定剤は、染料と共に極細繊維に浸透することにより、染料
自体の光分解に対する高い耐性を確保することができる。ＵＶ安定剤による同様の処理は
、完成した製品に対しても、仕上げ処理により行うことができる（工程iii）。
【００４３】
　ポリエステル極細繊維の染色サイクルの第一染色工程では、繊維を、低水溶性の染料（
分散染料）、および染料を分散させ、繊維中への浸透性を促進する界面活性剤を含み、染
料を繊維自体の内側に容易に浸透させるのに好適なｐＨ条件を有する水分散液と接触させ
る。ポリエステルをそのガラス転移温度より上に加熱し、染料が極細繊維の内側に拡散し
易くするために、通常は１００～１４０℃の温度を選択する。
【００４４】
　他方、ナノ複合材料マトリックスを染色するサイクルは、クレー上および分散染料上の
両方に存在する反応基の性質に応じて、該極細繊維状複合材料を２０～１００℃の範囲の
温度および４～１０のｐＨ値に合わせることにより、行うことができる。染色工程の持続
時間も、染料の種類、および（官能化されている場合、）クレー上に存在する官能基、お
よびマトリックスの形態（高または低多孔度）によって異なる。持続時間は、通常、２０
分から１～２時間である。
【００４５】
　染色処理に加えて、その後に仕上げ処理を行い、さらに特殊な特性、例えば柔らかな感
触、を与えることができる。仕上げ処理の種類の中で、完成した製品の処理、例えば、他
の基材との結合、印刷、エンボス加工、張り合わせ、射出成形および熱成形、を、温度２
５０℃までの加熱下で、該処理を加熱下で行うのに厳密に必要な時間、行う可能性も考え
られる。
【００４６】
　官能基を有するまたは有さない親油性クレーを使用することにより、他の様々な利点を
得ることもできる。本発明の方法は、例えば、染料のみならず、他の種類の添加剤、例え
ばＵＶ安定剤、難燃剤、防汚添加剤、も、これらの材料が、使用する官能化された親油性
薄層クレー上に存在する反応性官能基に、または親油性クレー中に変性して存在する「オ
ニウム」イオンに結合し得る、という条件下で、より安定なクレー中に（すなわち共有結
合の形成により）固定することができる。
【００４７】
　本発明の方法には、極細繊維状複合材料の剛性をあまり増加させないという特徴を示す
。この特性は、全く予期せぬことであり、最終製品が変化していないという感覚的特性、
すなわちこの種の製品に特に高く評価される特性を維持するために、特に重要であると思
われる。
【００４８】
　本発明の方法により、官能化された親油性薄層クレー／ポリウレタンナノ複合材料を形
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成する前に式(I)を有する化合物に、あるいは、複合材料のエラストマー状マトリックス
がポリウレタン／親油性薄層クレーナノ複合材料またはポリウレタン／官能化された親油
性薄層クレーナノ複合材料のいずれかからなるという条件で、染色していない、またはす
でに染色した複合材料極細繊維不織布に、直接固定することにより、極細繊維状複合材料
上に添加剤（例えば、ＵＶ安定剤および防汚剤）を導入することができる。
【実施例】
【００４９】
　下記の例は、本発明をより深く理解するために記載する。
【００５０】
材料の説明
　下記の例では、極細繊維の製造にポリエチレンテレフタレート（以下、ＰＥＴ）、エラ
ストマー状マトリックスとして、ポリウレタン（以下、ＰＵ）、およびアンモニウム陽イ
オンで変性したクレーか、または反応性官能基を含む懸垂鎖で官能化された形態（本発明
）のいずれかで、使用する。
【００５１】
　ＰＥＴ極細繊維は、海島型の２成分複合紡糸により製造し、その際、本方法の（ａ）項
の説明に記載した特許に広範囲に例示した方法により、ＰＥＴ（島成分）をポリスチレン
（海洋成分）の存在下で紡糸する。これらの例で使用するＰＵは、４，４’メチレン－ビ
ス－（フェニルイソシアネート）（以下、ＭＤＩ）から出発し、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルム
アミド（以下、ＭＤＦ）中での合成により、製造した芳香族ポリウレタンであり、その際
、ＭＤＩとジオール重合体（以下、ポリオール）の反応により得たプレポリマーを、上記
特許（欧州特許第ＥＰ－Ａ－０５８４５１１号、第ＥＰ－Ａ－１３２３８５９号）にすで
に記載したように、水を加えて延長する。使用するポリオールは、ＰＵ１として定義する
ポリウレタンにはＰＨＣ（ＭＷ２，０００）およびＰＮＡ（ＭＷ２，０００）、ＰＵ２と
して定義するポリウレタンにはＰＴＭＧ（ＭＷ２，０００）およびＰＣＬ（ＭＷ２，００
０）である。
【００５２】
　使用するクレーは、層間金属陽イオンを第４級アンモニウム塩で置換することにより変
性したモンモリロン石である。特に、市販のモンモリロン石Dellite（登録商標）43B（La
viosa Chimica Mineraria SpA）を使用した。Dellite（登録商標）43Bは、タロウベンジ
ルジメチルアンモニウムイオンを含む親油性モンモリロン石である。
【００５３】
　分散染料Rosso Dianix（登録商標）EFB(Disperse Red 60)、Dystar（登録商標）から市
販、およびGiallo Terasil（登録商標）4G(Disperse Yellow 211)、Ciba（登録商標）か
ら市販、を極細繊維の染色に使用し、酸性染料Rosso Telon（登録商標）FI(Acid Red 337
)および塩基性染料Rosa Astrazon（登録商標）FG(Basic Red 13)、Dystarから市販、およ
び反応性染料Cibacron（登録商標）Navy FN-B(Reactive Blue 238)およびBlue Lanasol（
登録商標）3R(Reactive Blue 50)、Ciba（登録商標）から市販、をナノ複合材料マトリッ
クスの染色に使用した。例６，１２，１３で使用した反応性安定化剤はCiba製のTinuvin
（登録商標）213である。非含浸溶液を調整するために用いた安定化添加剤Irganox（登録
商標）1010およびTinuvin（登録商標）326もCiba製である。
【００５４】
例１　ポリエステル系ポリウレタン－尿素ＰＵ１の製造（塊状重合したもの）
　共に分子量が２，０００であるＰＨＣ２６６ｇおよびＰＮＡ１１４ｇを、窒素加圧した
２．５リットル反応器中、６５℃で、攪拌しながら、ＭＤＩ１３９．４ｇと、イソシアネ
ート／ジオールのモル比２．９／１で反応させた。反応開始から３時間後、こうして得ら
れたプレポリマーを温度４５℃に冷却し、含水量０．０３％のＤＭＦで、遊離ＮＣＯ含有
量１．４６％で２５重量％プレポリマーの溶液が得られるまで希釈した。温度を４５℃に
維持し、ＤＢＡ３．１ｇおよび水５．９ｇをＤＭＦ１１７．５ｇに溶解させた液を５分間
かけて徐々に加え、分子量４３，０００のポリウレタン－ポリ尿素を形成した。次いで、
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温度を６５℃に上げ、反応器をさらに８時間攪拌し、最後に、経時的に安定した、２０℃
における粘度２１，０００ｍＰａ．ｓｅｃのポリウレタン－尿素溶液が得られた。
【００５５】
例２　ポリエステル系ポリウレタン－尿素系ＰＵ１の製造（重合は溶液中で行う）
　予備重合反応をＤＭＦの存在下で行う以外は、例１と同じ手順に従った。共に分子量が
２，０００であるＰＨＣ２６６ｇおよびＰＮＡ１１４ｇを、窒素加圧した２．５リットル
反応器中、４５℃で、攪拌しながら、ＭＤＩ１３９．６ｇと、イソシアネート／ジオール
のモル比２．９／１で、含水量０．０３％のＤＭＦの存在下で反応させ、プレポリマーの
３０％溶液を得た。試薬接触から３時間後、ＮＣＯ含有量１．６６％の希釈されたプレポ
リマーが得られた。次いで、ＤＢＡ３．１ｇおよび水５．９ｇをＤＭＦ３０５ｇに溶解さ
せた液を１０分間かけて徐々に加え、分子量４３，０００のポリウレタン－ポリ尿素を形
成した。次いで、温度を６５℃に上げ、反応器をさらに８時間攪拌し、最後に、経時的に
安定した、２０℃における粘度２０，０００ｍＰａ．ｓｅｃの２５重量％ポリウレタン－
尿素溶液が得られた。
例３　ポリエーテル／ポリエステル系ポリウレタン－尿素ＰＵ２の製造
　共に分子量が２，０００であるＰＴＭＧ２８５ｇおよびＰＣＬ９５ｇを、窒素加圧した
２．５リットル反応器中、６５℃で、攪拌しながら、ＭＤＩ１３４ｇと、イソシアネート
／ジオールのモル比２．８／１で反応させた。反応開始から３時間後、こうして得られた
プレポリマーを温度４５℃に冷却し、含水量０．０３％のＤＭＦで、遊離ＮＣＯ含有量１
．３９％で２５重量％プレポリマーの溶液が得られるまで希釈した。温度をなお４５℃に
維持し、ＤＢＡ８．６ｇおよび水５．１ｇをＤＭＦ１１９ｇに溶解させた液を５分間かけ
て徐々に加え、分子量１５，０００のポリウレタン－ポリ尿素を形成した。次いで、温度
を６５℃に上げ、反応器をさらに８時間攪拌し、最後に、経時的に安定した、２０℃にお
ける粘度２３，０００ｍＰａ．ｓｅｃのポリウレタン－尿素溶液が得られた。
【００５６】
例４　ポリウレタン／親油性薄層クレーナノ複合材料の溶液挿入方法による製造
　磁気攪拌機を備えた２リットルビーカー中にDellite（登録商標）43Bを７ｇ秤量して採
り、ＤＭＦ１５０ｇを加えた。この分散液を２～３時間攪拌し、次いで、ポリウレタンＰ
Ｕ１またはＰＵ２８４３ｇのＤＭＦ溶液、重合体１６．６重量％（例１～３参照）、を加
えた。溶液をさらに１２～１４時間攪拌してから使用した。こうして形成された分散液は
、重合体１４重量％および重合体に対してクレー５重量％を含み、総乾燥分含有量が１４
．７４％であった。
【００５７】
例５　ナノ複合材料ポリウレタン／アミノ基、エポキシ基、ＵＶ安定剤、または他の種類
の官能基で官能化された親油性薄層クレーの製造、溶液挿入方法を使用する
　例４に記載する手順と同じ手順を採用するが、今回は、市販の親油性クレー自体の代わ
りに、官能化されたDellite（登録商標）43Bクレーを使用し、官能化されたクレーを、Ｄ
ＭＦ中に分散させる前に、およびいずれの場合も、ポリウレタンのＤＭＦ溶液を分散した
クレーに加える前に、細かく粉末化させるように注意した。こうして得られた分散液は、
生地の製造に使用するまで、攪拌していなければならない。Ciba（登録商標）製のＵＶ安
定剤Tinuvin（登録商標）213から出発して、ＵＶ安定剤を含む官能化されたDellite（登
録商標）43Bクレーを製造した。官能化されたクレーの製造方法は、AlcantaraおよびPoly
technico di Milanoの連名による同時係属特許出願中に記載されている。
【００５８】
例６　極細繊維不織布の製造
　ポリスチレンマトリックス中のＰＥＴ極細繊維（０．１１～０．１２ｄｔｅｘ（０．１
０～０．１１デニール））からなる、下記の特性、すなわち４．２ｄｔｅｘ（３．８デニ
ール）、長さ５１ｍｍ、５捲縮／ｃｍ、伸張比２．５／１、を有するフロック繊維を製造
する。特に、この繊維は、ポリエチレンテレフタレート極細繊維５７重量部、ポリスチレ
ンマトリックス４０重量部およびポリスチレンマトリックス中に含まれるポリエチレング
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リコール３重量部から製造されている。
【００５９】
　断面で観察すると、この繊維は、ポリスチレンマトリックス中に包み込まれたＰＥＴ極
細繊維１６本が存在することを示している。原料フェルトは、フロック繊維を使用して製
造し、これを針－打ち抜き加工にかけ、密度０．１８５ｇ／ｃｍ３を有する針－打ち抜き
加工されたフェルトを形成する。この針－打ち抜き加工されたフェルトをポリビニルアル
コール２０重量％水溶液中に浸漬し、次いで乾燥させる。続いて、このように処理した針
－打ち抜き加工されたフェルトを、トリクロロエチレン中に、繊維のポリスチレンマトリ
ックスが完全に溶解するまで浸漬し、ＰＥＴ極細繊維製の不織布を形成する。次いで、こ
うして形成された極細繊維不織布を乾燥させ、「Ｄフェルト」と呼ばれる中間製品を得る
。
【００６０】
　例１～５で製造したエラストマー溶液を、Irganox（登録商標）1010を５．１ｇおよびT
inuvin（登録商標）326を１５．４ｇ含むＤＭＦで希釈し、１４重量％溶液を形成した。
こうして製造した溶液のフィルムを水中凝固させることにより、高多孔度を有する重合体
が得られる。
【００６１】
　Ｄフェルトを例１～５のエラストマー溶液中に浸漬し、このように含浸させた極細繊維
不織布を、先ず一対のロール間に通して絞り、続いて温度４０℃に維持した水浴中に１時
間浸漬する。こうして得られた凝固したシートを８０℃に加熱した水浴中に通し、残留溶
剤およびポリビニルアルコールを抽出する。乾燥後、ナノ複合エラストマー状マトリック
ス３２％を含む複合材料極細繊維状シートが得られるので、これを厚さ１ｍｍのシートに
切断し、極細繊維のふさを立てるようにするため、全体を研磨にかける。その後の染色処
理に即かけられる厚さ０．８ｍｍのバフ生地が得られる。
【００６２】
例７　分散染料による極細繊維不織布の染色
　例６で製造したバフ生地を、分散染料Rosso Dianix（登録商標） EFBをバフ生地に対し
て０．３重量％の量で含む水性染料浴中、１２０℃で１時間操作することにより、染色に
かける。処理の後、仕上がった、染色されたスエード調合成レザーが得られ、過剰の固定
されていない染料を除去するために、これを塩基性環境中、ハイドロサルファイトでさら
に還元洗浄処理した後、染料の、湿式摩擦（ＡＡＴＣＣ８－２００１）、石鹸洗浄（ＡＡ
ＴＣＣ６１－２００１）およびドライクリーニングに対する耐性の評価試験にかける。
【００６３】
　下記の表に示す、染色した極細繊維不織布に関する評価は、下記のように行った。
ａ）試験試料（洗浄用の多繊維フェルトおよび摩擦用の布地）に対する染料の放出におい
て、汚れ度合いをグレー尺度ＩＳＯ１０５Ａ０３／グレースケールとの比較で評価する。
ｂ）試験前後の試料の色合い変化において、ＩＳＯ１０５Ａ０２グレー尺度を使用する。
ｃ）適切なグレー尺度を使用する標準的なコントラストにより、評価５は色合いまたは色
移りに変化が無いことに対応し、１の評価は、使用するグレー尺度に現れる最大コントラ
ストに対応する。
【００６４】
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【表１】

【００６５】
【表２】

【００６６】
例８　酸性染料による、極細繊維不織布（ポリウレタン／親油性薄層クレーナノ複合材料
で含浸）のエラストマー状成分の染色
　最初のものの代わりに、バフ生地を、例６に記載するように、全体染色したＰＥＴから
出発し、例４で製造したポリウレタン／クレーナノ複合材料を使用して製造した。ポリウ
レタンナノ複合材料マトリックスの染色は、酸性染料Rosso FL Telonをバフ生地に対して
３重量％の量で含むｐＨ７の水性染色浴中、８０℃で４５分間操作することにより行う。
【００６７】
　処理の最後に、過剰の固定されていない染料を除去するために界面活性剤を使用して、
６５℃で２０分間洗浄し、ポリウレタン部分が染色された極細繊維不織布が得られ、それ
を湿式摩擦（ＡＡＴＣＣ８－２００１）、石鹸洗浄（ＡＡＴＣＣ６１－２００１）および
ドライクリーニングに対する染料耐性の評価試験にかけ、その値を下記の表に示す。
【００６８】
【表３】

【００６９】
例９　塩基性染料による、極細繊維不織布（ポリウレタン／親油性薄層クレーナノ複合材
料で含浸）のエラストマー状成分の染色
　バフ原料を、例６に記載するように、全体染色したＰＥＴから出発し、例４で製造した
ポリウレタン／親油性薄層クレーナノ複合材料を使用して製造した。ポリウレタンナノ複
合材料マトリックスの染色は、塩基性染料Astrazon Rosa（登録商標） FGをバフ生地の合
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成極細繊維状織－不織布に対して３重量％の量で含むｐＨ４．５の水性染色浴中、８０℃
で１時間操作することにより行う。
【００７０】
　処理の最後に、過剰の固定されていない染料を除去するために界面活性剤を使用して、
６５℃で２０分間洗浄し、ポリウレタン部分が染色された極細繊維不織布が得られ、それ
を湿式摩擦（ＡＡＴＣＣ８－２００１）、石鹸洗浄（ＡＡＴＣＣ６１－２００１）および
ドライクリーニングに対する染料耐性の評価試験にかけ、その値を下記の表に示す。
【００７１】
【表４】

【００７２】
例１０　反応性染料による、極細繊維不織布（ポリウレタン／官能化された親油性薄層ク
レイナノ複合材料）中のエラストマー成分の染色
　バフ生地を、例６に記載するように、全体染色したＰＥＴから出発し、例５で製造した
、ナノ複合材料ポリウレタン／アミノ基で官能化された親油性薄層クレーを使用して製造
した。
【００７３】
　エラストマー状ナノ複合材料マトリックスの染色は、反応性染料Cibacron（登録商標）
Navy FN-Bを使用し、下記の条件下で行う。
１．マトリックス中から染料の取りだしを行うため、バフ生地を、３％の染料を含むＮａ
Ｃｌ６０ｇ／ｌ食塩水溶液を使用し、８０℃で３０分間処理、および
２．染料を反応性の形態にし得るＮａ２ＣＯ３　１８ｇ／ｌの溶液を加えた後、６０℃で
１時間のバフ生地の染色を行う。
【００７４】
　処理の後、ポリウレタン部分で染色された極細繊維不織布が得られ、これを、界面活性
剤を使用し、８０℃で２０分間洗浄し、過剰の固定されていない染料を除去した後、湿式
摩擦（ＡＡＴＣＣ８－２００１）、石鹸洗浄（ＡＡＴＣＣ６１－２００１）およびドライ
クリーニングに対する染料耐性の評価試験にかけ、その値を下記の表に示す。
【００７５】

【表５】

【００７６】
　同様に、バフ生地の別の部分を、ナノ複合エラストマー状マトリックスで、反応性染料
Lanasol（登録商標）Blue 3Rで、ｐＨ８．５の３％染料水溶液ヲ使用し、８０℃で１時間
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染色した。
【００７７】
　処理の後、ポリウレタン部分が染色された極細繊維不織布が得られ、これを、界面活性
剤を使用し、８０℃で２０分間洗浄し、過剰の固定されていない染料を除去した後、湿式
摩擦（ＡＡＴＣＣ８－２００１）、石鹸洗浄（ＡＡＴＣＣ６１－２００１）およびドライ
クリーニングに対する染料耐性の評価試験にかけ、その値を下記の表に示す。
【００７８】
【表６】

【００７９】
　反応性染料による染色は、全体染色したＰＥＴから出発し、例６に記載するようにして
、ただし、ポリウレタン／アミド基の代わりにエポキシド基を有する官能化された親油性
薄層クレーのナノ複合材料マトリックス（例５に記載するようにして製造した）を使用し
て製造した極細繊維不織布にも行った。反応性染料で染色処理する前に、水性アルカリ性
環境で行うエポキシ環を開くための処理（ｐＨ１０、温度８０℃で２０分間）を行い、染
料の洗浄および摩擦に対する耐性に関して、前の結果と類似の結果を得た。
【００８０】
例１１　極細繊維不織布の、（官能化されたナノ複合材料マトリックスにおける）反応性
染料および（繊維における）分散染料による染色
　例５に記載するようにして製造したエラストマー状ナノ複合材料ポリウレタン／アミノ
基で官能化された親油性薄層クレーを使用し、例６に記載するようにして製造したバフ生
地を、そのナノ複合材料エラストマー状マトリックスで、Cibacron （登録商標）Navy FN
-Bを使用し、前の例ですでに説明したのと同様にして染色した。
【００８１】
　染色されたバフ生地を、界面活性剤を使用し、８０℃で２０分間洗浄し、固定されてい
ない染料を除去した後、次いで、その繊維成分を、分散染料Rosso Dianix（登録商標）E-
FBを使用し、例７ですでに説明した条件で染色した。ナノ複合材料エラストマー状マトリ
ックスを反応性染料で、および繊維成分を分散染料で染色した後、得られたバフ生地は、
繊維の色とエラストマー状マトリックスの色の間の中間色を有する（バイオレット色が得
られる）。次いで、染色した極細繊維不織布を、湿式摩擦（ＡＡＴＣＣ８－２００１）、
石鹸洗浄（ＡＡＴＣＣ６１－２００１）およびドライクリーニングに対する染料耐性の評
価試験にかけ、その値を下記の表に示す。
【００８２】
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【表７】

【００８３】
例１２　ナノ複合材料ＰＵ２／ＵＶ安定剤で官能化された親油性薄層クレーを使用する、
極細繊維不織布のバフ生地の製造
　例５に記載するようにして製造されたエラストマー状ナノ複合材料ＰＵ２／ＵＶ安定剤
で官能化された親油性薄層クレーで、例６に記載するようにして、バフ生地を製造したが
、この場合、含浸溶液で添加剤Tinuvin' 326（ＵＶ安定剤）の添加を省略した。
【００８４】
例１３　ポリウレタン／ＵＶ安定剤で官能化された親油性薄層クレーのナノ複合材料を含
む極細繊維不織布生地の促進ＵＶエージング試験
　クレーに結合した添加剤の効果を評価するために、比較試料として、ＵＶ安定剤Tinuvi
n（登録商標）326を添加せずに製造したもとのバフ生地であるＰＵ２を使用し、例１２で
得られた極細繊維不織布の試料をＵＶ促進エージング試験にかけた。採用した条件は、規
格ＤＩＮ７５２０２（ＰＶ１３０３）に規定される条件、特に
・チャンバーの相対湿度＝２０±１０％
・照射＝６０Ｗ／ｍ２（積算３００～４００ｎｍ）
・黒色パネル温度＝１００±３℃
・チャンバー温度＝６５±３℃
・露出持続時間＝１Fakra（１０ＭＪ／ｍ２）
である。
【００８５】
　クレーに結合したＵＶ安定剤を含むバフ生地は、もとのバフ生地よりも耐性がはるかに
高く、添加剤を含まない比較試料よりも黄変度が低く、より優れた物理的－機械的特性を
有することが示された。
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